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特集 ●

災
害
は

起
こ
る
。

地域が地域を守る。

　決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
、平
成
23
年

３
月
11
日
に
発
生
し
た「
東
日
本
大
震

災
」。あ
れ
か
ら
７
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

そ
の
間
に
も
長
野
県
北
部
地
震
、熊
本
地

震
、そ
し
て
今
年
６
月
に
は
大
阪
府
北
部

を
震
源
と
し
た
震
度
６
弱
の
大
き
な
地
震

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、台
風
や
集
中
豪
雨
に
よ
る
被
害

も
毎
年
の
よ
う
に
各
地
で
発
生
し
、私
た
ち

の
日
常
を
一
変
さ
せ
て
し
ま
う
よ
う
な
大

き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

北
本
市
で
も
災
害
は
起
こ
る

　「
北
本
市
は
地
盤
が
固
く
大
き
な
災
害

は
起
こ
ら
な
い
。」そ
う
考
え
る
人
が
い
ま

す
。と
こ
ろ
が
、政
府
の
地
震
調
査
委
員
会

が
今
年
６
月
26
日
に
公
表
し
た「
全
国
地

震
予
測
地
図
」に
よ
る
と
、北
本
市
は
、今

後
30
年
以
内
に
震
度
６
弱
以
上
の
揺
れ
に

見
舞
わ
れ
る
確
率
が
26
％
以
上
の
高
い
地

域
で
あ
る
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、昨
年
10
月
の
台
風
上
陸
時
に
は
、

朝
日
地
区
の
道
路
等
で
車
が
水
没
す
る
な

ど
の
冠
水
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。災

害
は
他
人
事
で
は
な
く
、こ
の
北
本
市
で
も

起
こ
る
の
で
す
。

共
に
助
け
合
う

「
共
助
」の
重
要
性

　大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
重
要

な
こ
と
は
、自
分
自
身
で
身
を
守
る
こ
と
、

地
域
住
民
で
助
け
合
っ
て
地
域
を
守
る
こ

と
、行
政
の
救
助
・
支
援
、す
な
わ
ち「
自

助
、共
助
、公
助
」で
す
。災
害
の
発
生
直

後
、自
分
だ
け
で
は
避
難
が
困
難
な
と
き
、

公
助
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。そ
こ

で
、過
去
の
災
害
か
ら
も
実
証
さ
れ
て
い
る

と
お
り
、地
域
で
助
け
合
う「
共
助
」の
取

り
組
み
が
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　災
害
が
発
生
し
た
と
き
、自
助
は
も
ち

ろ
ん
、地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
、人
の
た
め

に
、地
域
の
た
め
に
協
力
し
合
う
こ
と
が
大

切
で
す
。

　今
回
の
特
集
で
は
、地
域
を
守
る
、共
助

の
中
心
的
な
組
織「
自
治
会
・
自
主
防
災

会
」と「
消
防
団
」で
尽
力
す
る
人
た
ち
を

紹
介
し
ま
す
。

いつ起こってもおかしくない災害から身を守るには、個人の日々の準
備が必要です。また、日ごろから地域の中で声をかけ合い、困ってい
る人がいたら手を差し伸べる「共助」も重要とされています。共助に
よるまちづくりのために自分自身ができることを考えてみませんか。

何
気
な
い
日
常
が

一
瞬
に
し
て
変
わ
る

誰
も
が
助
け
合
え
る

地
域
で
あ
り
た
い
。

共助

公助 自助

自分自身で
身を守る

行政による
支援

地域で
助け合う

昨年10月、台風21号により朝日地区の道路が冠水している様子
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特集 ●地域が地域を守る。

　「
災
害
時
、実
際
に
活
動
で
き
る
防
災
組
織
に

し
て
い
き
た
い
で
す
。」と
語
る
ワ
コ
ー
レ
ロ
イ
ヤ

ル
ガ
ー
デ
ン
北
本
の
防
災
会
長
、矢
吹
さ
ん
。自

主
防
災
会
の
重
要
さ
を
、エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

台
風
被
害
の
と
き
に

―

昨
年
10
月
の
台
風
21
号
は
、北
本
市
に
も

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。朝
日
地
区
で
行
っ
た

排
水
作
業
は
夜
通
し
３
日
間
。そ
の
時
最
前
線

に
い
た
自
主
防
災
会
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し

て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

「
当
日
の
朝
は
台
風
一
過
で
晴
れ
て
い
ま
し
た
。

安
心
し
て
い
た
と
こ
ろ
、近
く
を
流
れ
る
赤
堀
川

が
急
に
増
水
し
、あ
っ
と
い
う
間
に
道
路
は
冠

水
、自
動
車
が
水
没
し
ま
し
た
。最
終
的
に
は
マ

ン
ション
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ま
で
冠
水
し
、ト
イ
レ
も

使
用
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

　朝
の
通
勤
後
の
増
水
だ
っ
た
の
で
、自
主
防
災

会
と
し
て
の
人
手
は
、高
齢
者
や
女
性
が
中
心
と

な
り
ま
し
た
。限
ら
れ
た
人
員
で
、す
ぐ
に
冠
水

状
況
の
確
認
を
行
い
、住
民
へ
の
情
報
提
供
、簡

易
ト
イ
レ
の
配
布
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。こ
の
様

子
を
見
て
、手
伝
い
を
申
し
出
て
く
れ
た
住
民
も

た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

 

課
題
は
多
く
見
つ
か
り
ま
し
た
が
、非
常
時
こ

そ
共
助
の
大
切
さ
、地
域
で
地
域
を
守
る
重
要

性
を
実
感
し
ま
し
た
。」

消
防
団
に
感
謝

「
当
日
、力
を
発
揮
し
て
く
れ
た
の
が
地
元
消
防

団
で
し
た
。消
防
団
の
皆
さ
ん
に
は
、仕
事
の
あ

る
中
、丸
２
日
間
排
水
作
業
な
ど
を
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。全
６
分
団
が
駆
け
つ
け
て
く
れ
て

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。改
め
て
消
防

団
の
存
在
の
大
き
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。」

や
は
り
自
助・共
助
が
大
切

「
被
害
を
経
験
し
、改
め
て
共
助
の
仕
組
み
づ
く

り
と
自
助
の
啓
発
活
動
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し

た
。毎
年
行
っ
て
い
る
防
災
訓
練・防
災
講
習
会

で
は
、多
く
の
人
が
楽
し
く
参
加
で
き
る
よ
う
、

も
っ
と
工
夫
し
て
い
き
た
い
で
す
。ま
た
、日
々
の

自
治
会
活
動
も
大
切
に
し
た
い
で
す
。こ
れ
ら
の

活
動
か
ら
会
話
が
生
ま
れ
、非
常
時
の
助
け
合
い

に
つ
な
が
って
い
く
と
思
って
い
ま
す
。」

自主防災会は、「自分たちの地域は自分たちで守る」
ということを第一に、初期消火、安否確認、救出救
護、集団避難、給水給食などを協力して行う、自治
会を母体とした団体です。現在、北本市では６１自
治会に結成されており、地域で活動しています。災害発生時、すぐに頼りになるのは近隣住民。地域で活

動する自主防災会を紹介します。

自主防災会
地域を守る！

ワコーレロイヤルガーデン北本
防災会 会長

矢吹 弘道さん

　災
害
に
備
え
、何
を
準
備
し
、そ
の
時

ど
の
よ
う
に
行
動
す
る
か
の
マ
ニュア
ル
冊

子
を
作
成
し
、全
戸
配
布
し
て
い
ま
す
。

まちづくりの原点は自治会

　いま、あらためて自治会のあり方が注目されていま
す。その背景には、東日本大震災や熊本地震などの
大規模災害に見舞われた地域で、住民の助け合いや
支え合いが重要であったという事例が多く見られたこ
とがあります。大きな災害時などは、行政の支援には
限界があるため、地域に根差した自治会組織の存在
が地域の支援活動に大きくつながるのです。
　また、高齢者や子ども、女性を狙った犯罪が増える
中、地域ぐるみでの防犯の重要性が高まっています。
不測の事態にも対応する最も身近なよりどころとして、
自治会の役割はますます大切になっています。

自治会が元気で安心・安全なまちを
つくっています！

　自治会では、地域の人が住み良く暮らすために、防
犯・防災・環境美化等の活動や交流を深める行事を
行っています。日ごろから顔の見える関係を作り、いざ
というときに誰もが助け合える地域にしましょう。北本
市では、市民の皆さんの自治会加入を促進しています。

　北本市自治会連合会では、北本市コミュニ
ティ協議会、北本市社会福祉協議会と協力し
て各地域の自治会へ義援金を募り、いち早く被
災地に北本市民の善意の心を届けました。
2011.3.11　東日本大震災　13,380,638円
2016.4.14　熊本地震　　 　 4,492,222円

自治会連合会では、この度の平成３０年７月豪雨災害
についても、８月１日（水）から募金活動を開始します。

北本市民の心を一つに。
北本市の各自治会が被災地を応援しました。

ワ
コ
ー
レ
防
災
会
の
工
夫

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
冊
子
を
作
成

　玄
関
に
色
分
け
し
た
安
全
確
認
ラ
ベ

ル
を
貼
る
こ
と
で
外
部
に
自
分
の
安
否
を

い
ち
早
く
伝
え
ま
す
。

　ワ
コ
ー
レ
自
治
会
は
、９
５
０
戸
を
超

え
る
住
宅
が
あ
る
の
で
、確
認
ラ
ベ
ル
は

災
害
発
生
後
の
安
否
確
認
が
短
時
間
で

で
き
、救
出
等
の
要
否
を
即
座
に
把
握
で

き
る
こ
と
か
ら
、大
変
有
効
な
訓
練
で
す
。

　戸
建
て
の
自
主
防
災
会
で
は
、「
無
事
」

を
表
す
色
付
き
タ
オ
ル
を
玄
関
先
に
掲

げ
て
行
い
、全
70
戸
を
10
分
で
確
認
で
き

た
と
い
う
事
例
も
あ
り
ま
す
。

安
否
確
認
訓
練

１２

地
域
で
地
域
を
守
る

　
重
要
性
を
実
感
し
ま
し
た
。

夏祭り

防犯パトロール

環境美化運動

ラジオ体操

（写真提供：東間３丁目自治会）

防災会のAED訓練

消防団による排水作業の様子

防災会の消火訓練
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に
は
マ

ン
ション
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ま
で
冠
水
し
、ト
イ
レ
も

使
用
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

　朝
の
通
勤
後
の
増
水
だ
っ
た
の
で
、自
主
防
災

会
と
し
て
の
人
手
は
、高
齢
者
や
女
性
が
中
心
と

な
り
ま
し
た
。限
ら
れ
た
人
員
で
、す
ぐ
に
冠
水

状
況
の
確
認
を
行
い
、住
民
へ
の
情
報
提
供
、簡

易
ト
イ
レ
の
配
布
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。こ
の
様

子
を
見
て
、手
伝
い
を
申
し
出
て
く
れ
た
住
民
も

た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

 

課
題
は
多
く
見
つ
か
り
ま
し
た
が
、非
常
時
こ

そ
共
助
の
大
切
さ
、地
域
で
地
域
を
守
る
重
要

性
を
実
感
し
ま
し
た
。」

消
防
団
に
感
謝

「
当
日
、力
を
発
揮
し
て
く
れ
た
の
が
地
元
消
防

団
で
し
た
。消
防
団
の
皆
さ
ん
に
は
、仕
事
の
あ

る
中
、丸
２
日
間
排
水
作
業
な
ど
を
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。全
６
分
団
が
駆
け
つ
け
て
く
れ
て

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。改
め
て
消
防

団
の
存
在
の
大
き
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。」

や
は
り
自
助・共
助
が
大
切

「
被
害
を
経
験
し
、改
め
て
共
助
の
仕
組
み
づ
く

り
と
自
助
の
啓
発
活
動
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し

た
。毎
年
行
っ
て
い
る
防
災
訓
練・防
災
講
習
会

で
は
、多
く
の
人
が
楽
し
く
参
加
で
き
る
よ
う
、

も
っ
と
工
夫
し
て
い
き
た
い
で
す
。ま
た
、日
々
の

自
治
会
活
動
も
大
切
に
し
た
い
で
す
。こ
れ
ら
の

活
動
か
ら
会
話
が
生
ま
れ
、非
常
時
の
助
け
合
い

に
つ
な
が
って
い
く
と
思
って
い
ま
す
。」

自主防災会は、「自分たちの地域は自分たちで守る」
ということを第一に、初期消火、安否確認、救出救
護、集団避難、給水給食などを協力して行う、自治
会を母体とした団体です。現在、北本市では６１自
治会に結成されており、地域で活動しています。災害発生時、すぐに頼りになるのは近隣住民。地域で活

動する自主防災会を紹介します。

自主防災会
地域を守る！

ワコーレロイヤルガーデン北本
防災会 会長

矢吹 弘道さん

　災
害
に
備
え
、何
を
準
備
し
、そ
の
時

ど
の
よ
う
に
行
動
す
る
か
の
マ
ニュア
ル
冊

子
を
作
成
し
、全
戸
配
布
し
て
い
ま
す
。

まちづくりの原点は自治会

　いま、あらためて自治会のあり方が注目されていま
す。その背景には、東日本大震災や熊本地震などの
大規模災害に見舞われた地域で、住民の助け合いや
支え合いが重要であったという事例が多く見られたこ
とがあります。大きな災害時などは、行政の支援には
限界があるため、地域に根差した自治会組織の存在
が地域の支援活動に大きくつながるのです。
　また、高齢者や子ども、女性を狙った犯罪が増える
中、地域ぐるみでの防犯の重要性が高まっています。
不測の事態にも対応する最も身近なよりどころとして、
自治会の役割はますます大切になっています。

自治会が元気で安心・安全なまちを
つくっています！

　自治会では、地域の人が住み良く暮らすために、防
犯・防災・環境美化等の活動や交流を深める行事を
行っています。日ごろから顔の見える関係を作り、いざ
というときに誰もが助け合える地域にしましょう。北本
市では、市民の皆さんの自治会加入を促進しています。

　北本市自治会連合会では、北本市コミュニ
ティ協議会、北本市社会福祉協議会と協力し
て各地域の自治会へ義援金を募り、いち早く被
災地に北本市民の善意の心を届けました。
2011.3.11　東日本大震災　13,380,638円
2016.4.14　熊本地震　　 　 4,492,222円

自治会連合会では、この度の平成３０年７月豪雨災害
についても、８月１日（水）から募金活動を開始します。

北本市民の心を一つに。
北本市の各自治会が被災地を応援しました。

ワ
コ
ー
レ
防
災
会
の
工
夫

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
冊
子
を
作
成

　玄
関
に
色
分
け
し
た
安
全
確
認
ラ
ベ

ル
を
貼
る
こ
と
で
外
部
に
自
分
の
安
否
を

い
ち
早
く
伝
え
ま
す
。

　ワ
コ
ー
レ
自
治
会
は
、９
５
０
戸
を
超

え
る
住
宅
が
あ
る
の
で
、確
認
ラ
ベ
ル
は

災
害
発
生
後
の
安
否
確
認
が
短
時
間
で

で
き
、救
出
等
の
要
否
を
即
座
に
把
握
で

き
る
こ
と
か
ら
、大
変
有
効
な
訓
練
で
す
。

　戸
建
て
の
自
主
防
災
会
で
は
、「
無
事
」

を
表
す
色
付
き
タ
オ
ル
を
玄
関
先
に
掲

げ
て
行
い
、全
70
戸
を
10
分
で
確
認
で
き

た
と
い
う
事
例
も
あ
り
ま
す
。

安
否
確
認
訓
練

１２

地
域
で
地
域
を
守
る

　
重
要
性
を
実
感
し
ま
し
た
。

夏祭り

防犯パトロール

環境美化運動

ラジオ体操

（写真提供：東間３丁目自治会）

防災会のAED訓練

消防団による排水作業の様子

防災会の消火訓練
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消防団第3分団 消防団第4分団・第6分団の選抜隊

地域が地域を守る。

　「
北
本
に
暮
ら
す
人
た
ち
を
守
り
た
い
。こ
れ

は
団
員
み
ん
な
の
想
い
で
す
。」と
語
る
、北
本

市
消
防
団
長
の
広
川
さ
ん
。消
防
団
活
動
に
対

す
る
想
い
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

消
防
団
員
の
活
動

「
消
防
団
は
、火
災
や
災
害
発
生
時
の
消
火・救

出
活
動
と
そ
の
た
め
の
訓
練
、火
災
予
防
の
巡

回
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。団
員
の
ほ
と
ん

ど
が
平
日
に
仕
事
を
し
て
い
る
の
で
、夜
間
や
休

日
に
活
動
を
行
い
、日
ご
ろ
か
ら
災
害
に
備
え
て

い
ま
す
。」

北
本
を
消
防
団
全
員
で
守
り
た
い

―

団
員
の
皆
さ
ん
は
仕
事
を
持
ち
な
が
ら

も
、な
ぜ
高
い
意
識
を
保
て
る
の
で
し
ょ
う
か
。

「
地
域
の
こ
と
は
、そ
こ
に
住
ん
で
い
る
自
分
た

ち
が
一
番
よ
く
わ
か
っ
て
い
て
、歴
代
の
消
防
団

の
先
輩
た
ち
か
ら
受
け
継
い
だ『
自
分
た
ち
の
地

域
は
自
分
た
ち
で
守
る
』と
い
う
強
い
意
志
を
団

員
み
ん
な
が
持
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。全
消
防
団

員
が
全
力
で
愛
着
あ
る
北
本
市
の
地
域
を
守
り

続
け
て
い
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。」

市
民
の
皆
さ
ん
へ

「
消
防
団
は
、火
を
消
す
の
が
仕
事
と
思
わ
れ
が

ち
で
す
が
、日
ご
ろ
の
火
災
予
防
活
動
が
主
な
仕

事
で
す
。北
本
市
内
か
ら
火
災
等
の
被
害
が
起

こ
ら
な
い
の
が
一
番
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、日
ご

ろ
か
ら
、防
災
や
火
災
予
防
に
つ
い
て
家
族
や

地
域
の
中
で
話
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　ま
た
、消
防
団
の
活
動
に
つ
い
て
、も
っ
と
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し

い
で
す
。そ
れ
が
私
た
ち
消
防
団
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョン
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。」

消防団員は、消防署に勤務する地方公務員とは違
い、別の仕事を持ちながら有事の際には、消火活動や
災害対応をするボランティア的存在です。火災などの
災害が発生すると、仕事中でも現場に駆けつけ、地域
のために活動します。北本市には６つの分団があり、
総勢132人の団員が地域で活躍しています。

仕事を持ちながら、地域の安心・安全を守るため活動して
いる北本市消防団を紹介します。

8月4日 埼玉県消防操法大会に出場する消防団の皆さん

消 防 団
地域を守る！

　8月4日に鴻巣市の防災学習センターで行
われる「埼玉県消防操法大会」に、北本市消
防団が22年ぶりに出場します。操法大会は、
日ごろの訓練で培った消防操作技術を競い
合うもので、優勝チームは全国大会に出場し
ます。消防ポンプ車両を使って目標物に放水
する基本動作の正確性とタイムを競います。
優勝を目指し、４月から北本消防署の協力の
もと週に4回訓練を行い頑張っています。市民
の皆さん、応援よろしくお願いします。

左から、新井 剛（農業）、横山 健（会社員）、新井 啓佑（農業）、
成井 聡一（会社員）、山越 千尋（会社員）、新井 樹里（団体職員）

（敬称略・括弧は職業）

北本市消防団 団長

広川 明彦さん

総合防災訓練を実施します

８月１９日日 9:30～11:00

小雨決行
（訓練当日は8：30に防災訓練の一環としてサイレン吹鳴試験を行います）

北本市役所（本町1-111）

地震・洪水ハザードマップの活用を！

会場

　大規模災害への備えとして、自主防災組織、消
防団、公共機関とともに市民の皆さんが参加でき
る体験型の防災訓練を実施します。災害時に必
要な行動が実際に体験・確認できますので、ぜひ
ご参加ください。
　各訓練を体験するとその場でスタンプがもらえ
るスタンプラリーを行いますので、お子さんも一緒
に楽しく参加できます。スタンプを集めると、炊き出
し訓練で作ったトマトカレーがもらえます！

市では、避難行動に役立つ「地震・洪水ハザードマップ」を作成し、配布しています。
くらし安全課で配布しているほか、市ホームページからもダウンロードできます。

【主な訓練】
●子ども放水訓練
●みんなで覚える防災クイズ
●三角巾を使った応急救護訓練
●防災ヘリ情報伝達訓練
●家具転倒防止コーナー
●ローリングストックコーナー
●さわって試せる防災グッズコーナー　他

くらし安全課危機管理・消防防災担当（☎594-5523）問

「埼玉県消防操法
大会」に出場22年ぶりに 愛

着
あ
る
地
域
を

　
　
守
り
続
け
た
い
。

地震 洪水

左から、山本 浩之（農業）、安藤 裕也（公務員）、清水 宏典（農業）、
道祖土 直樹（自営業）、岩﨑 勉（自営業）、深谷 久志（自営業）

（敬称略・括弧は職業）

さ　い　ど

大会に向けて夜間訓練をしている様子
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市では、避難行動に役立つ「地震・洪水ハザードマップ」を作成し、配布しています。
くらし安全課で配布しているほか、市ホームページからもダウンロードできます。

【主な訓練】
●子ども放水訓練
●みんなで覚える防災クイズ
●三角巾を使った応急救護訓練
●防災ヘリ情報伝達訓練
●家具転倒防止コーナー
●ローリングストックコーナー
●さわって試せる防災グッズコーナー　他

くらし安全課危機管理・消防防災担当（☎594-5523）問

「埼玉県消防操法
大会」に出場22年ぶりに 愛

着
あ
る
地
域
を

　
　
守
り
続
け
た
い
。

地震 洪水

左から、山本 浩之（農業）、安藤 裕也（公務員）、清水 宏典（農業）、
道祖土 直樹（自営業）、岩﨑 勉（自営業）、深谷 久志（自営業）

（敬称略・括弧は職業）

さ　い　ど

大会に向けて夜間訓練をしている様子

⑥ ⑤2018年8月１日発行 広報きたもと No.966
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